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は じ め に

働く母親の増加，核家族化の進展等から，父親への
育児参加が求められている．母親にとって最も身近な

存在は父親であり，父親への育児参加に対する期待は
大きい．父親には労働者，父親，夫として多くの役割
が課せられており，その現実の中で父親は育児に参加
しているのである．父親の育児参加に関しては，父
親自身が抱いている育児参加のあり方と実際の父親
の姿との間に大きなギャップが生じていることを報
告した ��．そのような状況の中で父親自身は父親と
しての自分をどのように評価しているのであろうか．
育児中の親の自己評価に関しては，母親を調査対

象として母親自身の自己評価と育児のパートナーで
ある父親の評価を尋ねたもの �� や育児実態に関す
る調査の中で父親の自己評価を両親双方に尋ねたも
の ����はあるが，父親の自己評価を中心に報告され
たものはほとんどない．自分で自分をどのように評
価するのかは，生活のあらゆる面で考え方や行動に
大きな影響を与える��．自己評価の低い者ほど不安
が大きく，役割を当然のものと考える圧力が大きい
と指摘されており��，父親としての自分に対する見

方や判断は育児や仕事への取り組み，妻との関係，
また心の平衡にも大きく関係していく．父親自身の
自己評価は父親の心身の在り方に大きな影響を与え
るのであり，父親の自己評価を高める要因の検討は
育児支援に重要な示唆を与えてくれると考える．
そこで今回，父親としての自己評価と父親の育児

に関する意識や育児参加を中心とした生活状況との
関連を検討した．

研 究 方 法

�．調査対象および方法

平成�
年 月に�保健所が実施した �歳 
か月児
健康診査（以下健診と略す）対象児の父親に質問紙

調査を実施した．健診の問診票郵送時に調査票を同
封して配布した．健診来所時に調査票を持参しても

らい，健診会場にて回収した．対象数は
�人，回
収数は���人（回収率���	�）であった．このうち自
己評価得点未記入を除外した��	人を分析の対象と
した（有効回答率�����）．
なお，得られたデータは研究の目的以外に使用し

ないこと，調査への回答は自由意志であること，調査
票は無記名で回収し個人は特定されないことなどを
文書にて説明し，健診会場への調査票の持参をもっ
て研究協力の受諾とした．

�．調査項目

調査内容は，父親の属性（年齢，職種，子供の数，
家族構成等），父親としての自己評価，抑うつ症状，
父親の育児参加に関する状況（育児項目別の参加の
有無，育児への参加時間および妻との会話時間，育
児への参加に対する認識等），父親の日常生活での
ストレスの有無である．
父親としての自己評価は，�		点満点中で父親と

しての評価を自己採点してもらった（以下自己評価
得点という）．
抑うつ症状の測定には ����自己評価式抑うつ尺

度（���）を用いた．これは�	項目の抑うつ症状に
対する �段階の回答を重い順に �� �点で得点化し
たもので，合計点を抑うつ得点とした（�	��	点）．
����自己評価式抑うつ尺度はうつ病の重症度評価
のために開発されたものであるが，健康集団の精神
的健康を測定する指標としても有効とされ，得点が

高いほど抑うつ症状が強いと判断される��．なお，
抑うつ得点は，多くの研究で�	��点を正常，�	���
点を抑うつ軽度，�����点を抑うつ中等度，�
点以
上を抑うつ重度と判定しているが ���	�，本研究に
おいても抑うつの状態をこの �段階で検討した．
育児項目別の父親の育児参加に関しては，「子供

との遊び」，「入浴の世話」，「排泄の世話」，「寝かせ
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つけ」，「着替えの世話」の 
項目について実施の有
無を尋ねた．
育児への参加に対する認識は，「育児にかかわる

時間」，「育児に対する熱意」について，「十分」，「ま

あ十分」，「やや不十分」，「不十分」の �段階で回答
を求めた．
日常生活でのストレスの有無は，矢澤らの日頃

父親が感じるストレスについての質問項目を用い
た ���．これは，「仕事の遂行」，「自分の時間の不足」，
「育児の実施」，「親としての自信不足」等の�	項目に
ついて，ストレスが「よくある」，「時々ある」，「た
まにある」，「ほとんどない」の �段階で回答を求め
たものである．

�．分析方法

自己評価得点は平均値
������
点，中央値
	点
であったため，
�点以上を高群（�	�人，�����），
	
点以下を低群（�	
人，�	���）として �群に分け，
父親の育児や生活の状況との関係の分析を �� 検定
により行った．データ解析には ����（��������）を
用いた．

結 果

�．調査対象者の属性

父親の平均年齢は��
����歳で，父親の職業は
「会社員」が�
�人（�����）と多く，自営業は��人
（��	�），公務員は�
人（��
�）であった．家族構
成は「核家族」が���人（����），複合家族が人
（�����），子供の数の平均は��
�	��人，妻の平均年
齢は	������歳であった．

�．父親の状況と自己評価得点

　�．�．父親の抑うつ症状の程度と自己評価得点

抑うつ症状についてみると，抑うつ軽度は��人
（��
�），抑うつ中等度は��人（�����），抑うつ重
度は 人（����）であり，軽度以上の父親は�	�人
（�	���）と半数を超えていた．抑うつ得点が�点
以下の「正常」の父親では高群が
�人（
���）と，
逆に�	点以上の父親では低群が
�人（
�
�）と多
く，有意な差があった（���		�）．（表 �）

表 � 自己評価得点別にみた父親の抑うつ症状

　�．�．父親の生活時間と自己評価得点

父親が子供とかかわる時間についてみると，「 �

人で子供の相手をする」時間は，平日，休日とも
に「 �時間～ �時間未満」が���人（�����），���人

（
��	�）と多く，それに次いで多かったのは平日
では「	分� �時間未満」��人（�����），休日では
「 �時間以上」��人（����）であった．「誰かと一緒に
子供の相手をする時間」は，平日では「 �時間� �時
間未満」が���人（�����），休日では「 �時間以上」
が���人（
����）と多かった．「夫婦で会話する時間」
は，平日，休日ともに「 �時間� �時間未満」が
��人（
����），�	�人（�����）と多く，それに次い
で多かったのは平日「	分� �時間未満」�人（���


�），休日「 �時間以上」��人（�	���）であった．
父親の生活時間を「 �時間以上」と「 �時間以下」

の �群にわけて，自己評価得点別にみると，「平日
に誰かと子供の相手をする時間」は「 �時間未満」
では低群が�人（

�	�）と有意に多くなっていた
（���	�）．「平日に �人で子供の相手をする時間」も
「 �時間未満」に低群が多い傾向がみられた．「平日
に夫婦で会話する時間」も「 �時間未満」では低群
が�人（

�	�）と有意に多くなっていた（���	�）．

「休日に夫婦で会話する時間」においても「 �時間未
満」が低群が多い傾向であった．（表 �）

表 � 自己評価得点別にみた父親の生活時間

　�．�．父親の育児参加と自己評価得点

育児項目別にみた父親の育児参加では，すべての
項目で育児参加している父親は高群の方に有意に多
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くなっていた（���	�，���	�）．（表 ）

表 � 自己評価得点別にみた育児参加状況

育児への認識についてみると，「育児にかかわる
時間」は「やや不十分」・「不十分」と回答した父親
が��人（
��
�）と，「育児に対する熱意」では逆

に「十分」・「まあ十分」が���人（
����）と多かっ
た．自己評価得点別にみると，ともに「十分」・「ま
あ十分」と回答した父親は高群が
�人（�����），�	
人（
����）と，逆に「やや不十分」・「不十分」で
は低群が�人（
����），
�人（����）と多く，有
意な差があった（���		�）．
父親の育児と仕事へのかかわり方は，「育児と仕事

に同じようにかかわるのがよい」が�
�人（�	���）
と，母親のかかわり方では「仕事より育児を優先さ
せたほうがよい」が�
人（

�	�）と多かった．自

己評価得点別では有意な差はなかった．（表 �）

　�．�．父親の育児参加と自己評価得点

普段の生活でのストレスについてみると，「よく
ある」・「時々ある」の割合が高かった項目は「仕事
が思うようにいかない」���人（�����），「自分の時
間が持てない」�	人（����）であった．（図 �）
ストレスの有無を「ほとんどない」と「よくある」・

「時々ある」・「たまにある」の �群にわけて自己評

価得点別にみると，「仕事が思うようにいかない」，
「妻との会話が不足している」，「育児が思うように
いかない」，「親としての自信がない」において，「ほ
とんどない」が高群でそれぞれ��人（���	�），
�人
（

�	�），��人（
����），�人（����）と有意に
多くなっていた（���	�，���		�，���	�）．（表 �）

表 � 自己評価得点別にみた育児への認識

図 � 日常生活でのストレスの有無

表 � 自己評価得点別にみた日常生活上のストレスの有無
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考 察

�．父親の抑うつ症状と自己評価得点

����自己評価式抑うつ尺度は，健康集団におい
ても抑うつ状態を測定する妥当な尺度として幅広く

用いられており，精神的健康状態の一指標と考えら
れている���	�．川上は抑うつ得点�	点をカットオフ
点として症状の有無を検討した場合に比較的高い妥
当性が得られたと述べている��．本調査の結果を見
た場合���の父親が抑うつ得点�	点以上であり，ま
た対象の子供の年齢が異なるので厳密な比較は困難
ではあるが，育児中の母親を対象とした調査では同
割合は
�と報告されており
�，本調査の父親は抑
うつ症状のある者がやや多い傾向といえる．

父親の自己評価得点別にみると，�	点以上の抑う
つ症状のある父親の自己評価得点が
	点以下である
割合が有意に高くなっていた．自己評価が高ければ，
比較的安定した気分で過ごし，物事を積極的に行っ
たり，困難にも勇気をもって立ち向かうことができ，
反対に低ければ，不安を感じ，日常生活のなかでも
うまくいかないことが多くなる��．母親の自己評価
を高めることが母親自身の精神の安定につながり，
子供にとってよい環境を作り出すと指摘されている

が ��，父親も同様に父親としての自分自身の評価を
高めることが父親の大きな力となり，育児や仕事に
立ち向かおうとする姿勢につながる．母親の抑うつ
症状については多くの研究報告があるが 
������，今
後は育児のパートナーである父親の抑うつ症状にも
関心を向けて更なる検討をしていく必要があると考
える．

�．父親の育児参加の状況と自己評価得点

父親が育児にかかわる時間は���
年の報告では平

日は平均�	分であったが ���，本調査では平日に父親
�人でかかわる場合「 �時間� �時間未満」が半数
を超えており，子供とのかかわりの時間は本調査の
ほうが長いと推察できる．また，休日では誰かとか
かわる場合は「 �時間以上」が最も多く，休日には
子供と時間をとって過ごしている父親の様子が伺え
る．育児参加に肯定的な父親がほとんどであり，父
親の育児に対する意識や実際の参加時間から父親の
育児参加は進んでいるといえる．しかし，育児への

認識についてみると，
��の父親は育児への熱意は
「十分」・「まあ十分」と考えていたが，育児の時間
を「十分」・「まあ十分」としている父親は��と少
なかった．父親は育児参加の現状に満足していない
と思われる．
自己評価得点と父親の育児参加については，本調

査と同じく自己採点により自己評価の検討を行った
報告において育児へのかかわりを不足と考えている
父親ほど自己評価得点が低いと報告されている��．
本調査も同様に，子供との遊びや入浴の世話等の直

接的な育児項目別にみた育児参加状況および子供と
かかわる時間で有意な差が認められ，父親の育児参
加状況と自己評価得点との関連が示唆された．しか
し，子供とかかわる時間では休日との間では有意な
差は認められなかった．仕事との両立で直接的にか
かわる時間をとりにくい平日にどの程度子供とのか
かわりを持つかが父親自身の評価に関連していると
考える．
父親の平日の育児参加を促進するためには父親自

身の意識変革も必要であるが，同時に社会全体に対
する働きかけも必要である．男性の育児参加を促す
制度が整備され具体的な取り組みも見え始めてはい
るが，まだ緒についたばかりである．制度の有無だ
けでなく，実際にその制度が利用できるかどうかの
問題が職場にはあると指摘されている���．父親が育
児に参加し父親としての評価を高めるために，社会
全体での取り組みを今後も推進していかなければな
らない．

�．父親の生活上のストレスと自己評価得点

父親が日常生活で感じているストレスについてみ
ると，「仕事」，「時間」の割合が高くなっていた．他
の報告でも「育児に十分時間をかけられない」，「休
みがとりにくい」が育児中の男性の問題点として上
位にあげられており���，本調査も同様の傾向といえ
る．育児期にあたる年齢層を中心に長時間労働者比
率が増加している現実が存在する���．父親には職業

人，稼ぎ手，夫，父親と職場や家庭で果たすべき多
くの役割がある．本調査でも父親の役割として育児
に仕事と平等にかかわるべきと考える割合が���を
占めており，父親の育児参加意識は高まってきてい
る．しかし，現実には日々の生活の中で仕事を優先
せざるを得ない社会状況であり���，本調査におい
ても育児と仕事の両立に対するストレスがほとんど
ないと回答した父親の割合は���と半数以下であっ
た．このような状況下で時間的なゆとりに対するス

トレスが生じていると考える．抑うつ得点�	点以上
の父親が半数を超えていたこと，また自己評価得点
と「仕事」に対するストレスとの間で有意な差がみ
られたことも合わせ，日常生活の中でストレスを感
じながら生活している育児中の父親は決して少なく
ないという結果を考慮した父親への働きかけが必要
と考える．
自己評価得点と生活時間の「夫婦での会話時間」，
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またストレスに関する項目のうちの「妻との会話不
足」との間で有意な差が認められた．会話の内容に
ついては調査していないので詳細は今後の検討課題
であるが，育児へのかかわりに肯定的な父親がほと

んどであり，育児のパートナーである母親との会話
の内容には子供に関することも多いと思われる．そ
の結果，夫婦での会話時間が父親としての評価に影
響を及ぼしていると考える．平日の夫婦の会話時間
が �時間未満の父親が��にのぼっていた．身近な
相談相手の不在，夫との会話不足といった状況下で
母親は孤独な育児へと追い込まれていく．母親の精
神的安定のために夫婦間での十分な会話が重要であ
ることを報告した ���．一方父親にとっても主な情

緒的サポート源は妻であることから �
�，十分な会話
を図っていくことは育児中の母親のみならず父親に
とっても精神的安定のために重要である．妻との会
話不足にストレスがほとんどないと回答した父親は
半数弱であり，会話不足をストレスに感じている父
親は多い．日本人は言葉で表現せずにお互いに察し
あうという伝統を長く持ってきたため，夫婦の対話
は最も困難な大事業だという指摘もある���．育児中
の夫婦は時間的に夫婦での会話がしづらい状況にあ

る可能性が高く，意識して夫婦での対話を図ってい
くようにお互いに努力していく必要がある．夫婦の
間で役割がうまく分担され，片方だけがいつも損な
役割を押し付けられたりするのでなければ，夫婦の
自己評価は高まると述べられている��．親としての
自己評価を高めるためには，夫婦間での会話を通し

た十分な意思疎通が重要と考える．
今回は，父親としての自己評価を自己採点という

父親の主観的な側面から計測した．今後は自己評価
の測定方法の検討を重ねていかなければならないと

考える．また，母親の自己評価には父親に対する思
いや評価が影響を与えていると報告されている��．
育児のパートナーである母親との関係や母親の父親
に対する評価等の検討をも加え，父親の自己評価を
高める取り組みについての考察を深めていく必要が
ある．

ま と め

�歳 
か月児をもつ父親��	人を対象として，父

親としての自己評価と父親の育児参加状況や生活
状況の関連を検討した結果，以下のことが明らかに
なった．
父親としての自己評価得点との間で有意な差が認

められた項目は，��「抑うつ症状」，��育児や夫婦に
かかわる時間のうち「平日に誰かと子供の相手をす
る時間」，「平日に夫婦で会話する時間」， �育児参
加に対する認識のうち「育児にかかわる時間」，「育
児に対する熱意」， ��父親の生活上のストレスのう

ち「育児が思うようにいかない」，「親としての自信
がもてない」，「妻との会話が不足している」，「仕事
が思うようにいかない」であった．
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